
イナゴって、おいしい！

西浦 睦子・鈴木 久代・矢野 直子
（NPO法人　さんぽくらぶ）

　NPO法人さんぽくらぶは、今年度、博物館の連携活
動グループとして承認され、連携活動をしております。
今回は、さんぽくらぶの紹介と連携活動の報告とその
意義について述べます。

さんぽくらぶの活動紹介
　かつて人は、海や森などの自然の中で、自然を恐れ、
自然を尊みながら生きてきました。特に子供たちは、
人間形成や人と人との関係作りの大部分を、この自然
の中で培ってきました。ところが、昨今の開発に伴う
環境の変化は、我々が学ぶべき自然そのものを奪って
います。その上、テレビやコンピューターの急激な普
及によるバーチャル世界の広がりが、ますます自然か

ら子供たちを遠ざけているのが現状です。また、核家族・少子化の進む中、人と人とのふれあ
いやつながりが希薄になってきています。
　そこで、私たちは感性の豊かな幼い時に自然を体験し、子供同士で遊べる場を提供したいと
考え、１９９６年に、幼稚園児だった我々の子供を中心とする「道場自然探検隊」を立ち上げまし
た。そして、豊かな自然と歴史・文化を誇る神戸市北区道場町近郊の里山でハイキングや飯盒
炊爨、自然観察会などの活動を年平均８回，約２０家庭、子供約３５人で行ってきました。
　この６年間の経験を生かし、２００２年、３歳児対象の「さんぽくらぶ」を設立し、２００４年ＮＰ
Ｏ法人化しました。子供たちは週に１回、畑で泥んこになって野菜を作ったり、近隣の野山で
遊びながらさんぽを楽しんでいます。それと共に、
仲間作りの第一歩を経験し、食育・環境教育の礎と
なる活動を展開しています。さんぽくらぶでは、ど
の子もそれぞれに楽しく遊び、目が生き生きと輝い
ています。
　２００５年度から、４・５歳児の「かっぱ隊」、小学
生の「てんぐ隊」の活動を各々年４回行っています。
また、２００６年度からは３歳児を「もぐら隊」とし月
３回、新たに２歳児と保護者の「ありんこ隊」を作
り、月２回活動しています。現会員は、子供６５名、
スタッフ　１４名です。

連携活動の報告
　連携活動（表１）は、大谷剛主任研究員のご指導
のもとに実施しました。この中の「イナゴの採集と
試食」は、今年度で４年目で、対象は３歳児（もぐら隊）と２歳児の親子（ありんこ隊）です。
目的は、「子供たちがイナゴを自分でとって、自分で料理して食べる。」という体験を通して、私
たち人間は、生き物の命を頂いてこそ、毎日生きていけるということを、理屈でなく、体で感
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じることです。普段は、畑で大根や苺、トマト、きゅうり、サツマイモなど旬の野菜を育てて、
料理して食べていますが、イナゴはその動物版といえます。

イナゴって、おいしい！
　２・３歳児が、一生懸命
とったイナゴをゆでると、
海老のように赤くなります。
それから、翅と後ろ足のぎ
ざぎざした部分をちぎるの
ですが、子供たちは、怖が
らずに平気で大人と一緒に
この作業をします。どうや
らゆでて色が変わると、動
く虫が別の物に変身した感
じなのでしょう。そして、
油で揚げて、蜂蜜と醤油で
煮詰めていただきます。
　最初は、恐る恐る食べて
みる子供たち。どこからか
「おいしい！」という声。
そのうち何度もおかわりす
る子。周りの友だちの様子
をうかがいながら口にする
子。と様々でしたが、ほぼ
全員試食しました。これら
の体験を通して、「命をい
ただいて生きていること」
について家族で話し合い、
とてもよかったという感想
も寄せられました。
　また子供たちの、虫への認識が変わります。虫を怖がったりせず、平気で触ったり、つかん
だりできるようになります。そして、イナゴの識別も容易になります。イナゴをみつけると、
「すぐに料理して食べたい」としばらく親に言い続けた子もいました。また、虫が身近な存在
になり、虫とりが楽しくなるようです。
　昨年度は、イナゴを食べた後、子供たちは回りに飛んでいるモンシロチョウを網で追いかけ
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表1　博物館とさんぽくらぶの連携活動（2007年度）

《イナゴの佃煮の作り方》



てとるのに、スタッフと一緒にずっと熱中していました。
狩猟本能をくすぐられたのでしょうか。

連携活動の意義
　このように、幼児期に「なまの命」にふれる自然体験は、
子供たちに生きる喜びを体で感じさせてくれることでしょ
う。私たちスタッフも子供たちと一緒に大いに遊び、さん
ぽくらぶを楽しんでいます。その生きる喜び、感謝の気持
ちをみんなで共感できることが、生きる力や自信、信頼感
につながっていきます。そして、小さな心に芽生えた、小
さな疑問や興味、好奇心をさらに深め、解決していく道筋
に、人と自然の博物館の先生方が、手を携えて待っていて
くださるのですから、こんな幸せなことはありません。
　３歳からさんぽくらぶで育った子供たちが、今小学生
（てんぐ隊）になり、夏には、連携活動の「昆虫採集と本
格的な標本作り（表１参照）」をしました。トンボの胸に
昆虫針を刺して一週間乾燥させた後、標本箱に移す時に子供が、「何でトンボは、針の周りをく
るくる回るの？」と聞きました。「トンボの体はやわらかいからだよ。」と先生が答えると、「何
でやわらかいの？」と疑問が出てきました。「何でだと思う？」「それはね、・・・・・・」と
先生が答えてくれました。次々と不思議に思うことが出てきて、自然の奥深さ、すばらしさを
感じつつあります。
　また、初めての蜂蜜しぼりを体験したり、家族みんなでホタルの光にいざなわれました。子
供たちの手の届くところにいるホタルやミツバチやイナゴを大切にする気持ちが育つことを
祈っています。
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